
グローバル化の加速で技術･技能の向上と安全の確保が絶対条件です。
現場⼯程における本質の⾒える化と改善取組を[演習]を通して習得しま
す。

１．SEQCDの必要性
環境の変化と安全管理の課題

２．ヒヤリハット、KY&TBM活動で不⾜
カバーできない領域を補てん

３．「事故･トラブルデータベース」活⽤
失敗から改善対策を学ぶ

４．「４M4E分析」
ステップアップした⾒える化と本質的改善

５．安全･改善活動の継続
課題解決に向き合い、PDCAを回す

６．フォローアップ＆レビュー

コース番号 C50 安全確保のための現場改善⼿法

12/12(⽕)･13(⽔) 9:30〜16:20

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者

定 員 受 講 料 6,000円(税込）15名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

パソコン、プロジェクター等使⽤機器等

ものづくり製造現場に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核
的な役割を担う者⼜はその候補者

⽣産⼯程の効率化･最適化をめざして、多種少量、短納期といった市場
の要望に低コストで素早く対応するため、⽣産現場の⾒えない問題を⾒
える化する際の視点と考え⽅並びに全体最適を考慮に⼊れた⽣産性の⾼
い⽣産現場の構築⽅法について習得します。

コース番号 C47 実践⽣産性改善

12/7(⽊)･8(⾦) 9:30〜16:20

ね ら い

実 施 ⽇

定 員 受 講 料 8,000円(税込）15名

⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

パソコン、プロジェクター等使⽤機器等

⽣産現場の運営・管理・改善業務に従事する技能・技術者等であって、
指導的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者対 象 者

管理系

管理系

１．製造業の背景
２．⽣産性向上のための現場運営の視点
３．⽣産現場の評価と視点と改善⽅法
４．⽣産現場の構築演習
５．⽣産性改善実習
６．改善性計画の⽴て⽅
７．まとめ

リ12

⽣産現場における指導技法の現場⼒強化及び技能継承をめざして、技能
⾼度化に向けた現場改善における多種多様な技術及び後輩育成のための
指導技法を習得します。

１．技能伝承
(1)技能伝承の重要性
(2)部下･後輩指導育成の概要

２．部下･後輩育成の進め⽅
(1)⽬的の提⽰
(2)現状把握･分析
(3)育成計画と育成

３．育成担当者の⾏動
(1)育成担当者に求められる５つのスキル
(2)個別カリキュラム設計
(3)指導のポイント(コミュニケーション、

コーチング、⽀援的助⾔)
４．総合演習

(1)部下指導育成の課題と育成計画の作成
５．まとめ

コース番号 C49 技能伝承のための部下･後輩指導育成（OJTトレーナー育成）

1/18(⽊)･19(⾦) 9:00〜16:00

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者

定 員 受 講 料 9,000円(税込）20名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、付箋紙使⽤機器等

品質管理や⽣産管理の業務に従事する技能・技術者等であって、指導
的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者

管理系

⽊材加⼯の新たな品質及び製品の創造をめざして、⾼付加価値化に向け
た⽊組み製作実習を通して、⽊⼯作の実践的知識及び技術を習得します。

コース番号 C32 ⽊材加⼯技術における問題解決法と品質の向上（レッド アンド ブルー）

1/13(⼟)･14(⽇)･20(⼟) 9:00〜16:00

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者
定 員 受 講 料 17,500円(税込）10名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス3⽇間 / 延18時間

⽊⼯⽤⼯作機械使⽤機器等

⽊⼯作業に従事する技能・技術者等であって、指導的・中核的な役割を
担う者⼜はその候補者

建築系

１．図⾯読解
２．墨付け、仕⼝加⼯、表⾯仕上げ、組⽴
３．⽊⼯機械の使⽤⽅法
４．効率的な組み⽴て⽅法
５．塗装
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室内環境の管理・コンサルタント業務に従事する技能・技術者等であっ
て、指導的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者

コース番号 C34 室内環境測定の実践技術

2/3(⼟)･17 (⼟) 9:00〜16:00

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者
定 員 受 講 料 9,500円(税込）10名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

パソコン

⽣産現場の品質管理業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者⼜はその候補者

建築系

１．住宅の性能表⽰制度の概要
２．⾳環境の性能評価
３．⼆酸化炭素の測定
４．化学物質の測定
５．光環境の測定

設置場所 科 名 定員

千葉
キャンパス

電気エネルギー制御科 20名

電⼦情報技術科 25名

住居環境科 20名

成⽥
キャンパス

⽣産技術科 20名

航空機整備科 30名

選考⽅法 応募期間(必着) 試験⽇ 合否通知

学校推薦制 12/4(⽉)〜12/19(⽕) 12/23(⼟) 12/27(⽔)

⾃⼰推薦制

11/6(⽉) 〜11/20(⽉) 11/25(⼟) 12/4(⽉)

12/4(⽉)〜12/19(⽕) 12/23(⼟) 12/27(⽔)

2/26(⽉)〜3/8(⾦)
※定員に満たない科のみ募集

3/13(⽔) 3/15(⾦)

⼀般⼊校選考 1/9(⽕)〜1/26(⾦) 2/1(⽊) 2/14(⽔)

千葉キャンパス／TEL︓043-242-4192
成⽥キャンパス／TEL︓0476-22-4351

ポリテクカレッジ千葉 セミナー 検索

https://www3.jeed.go.jp/chiba/college/company/ready/

⼊校希望の⽅へ 令和6年度⽣募集 のご案内

千葉キャンパス 成⽥キャンパス

品質管理の⽣産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適化（改善）、
安全性向上に向けた品質改善のための⼿法の理解を通じて、品質管理の
重要性と有⽤性を習得します。

コース番号 N15 成功事例から学ぶ品質の維持と向上

1/24(⽔)･25(⽊) 9:30〜16:20

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者
定 員 受 講 料 11,000円(税込）15名
⽇数 / 時間 場 所 成⽥キャンパス2⽇間 / 延12時間

プロジェクター、パソコン、ホワイトボード、模造紙、付箋、
マーカー、⼯作機械使⽤機器等

⽣産現場の品質管理業務に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者⼜はその候補者

管理系

１．品質概論
(1)買⼿の要求に合った品質とは
(2)品質管理と品質改善
(3)設計品質・製造品質
(4)品質検査の⽅法と特徴

２．品質管理の取り組み
(1)定量的な分析と定性的な分析
(2)製造段階、開発設計段階、商品企画段階での質向上
(3)固有技術を踏まえた側からの品質管理のあり⽅

３．品質管理演習
(1)モノづくりゲーム
(2)不具合要因の洗い出し
(3)品質向上策の検討
(4)モノづくりのやりなおし

４．事例と演習から学ぶ品質向上
５．まとめ

⽣産現場の問題をどのように認識(発⾒)し､改善テーマを⾒つけていく
のか､そして改善テーマに対してどのような改善⾏動を取ればよいのか､
作業環境･作業･作業要員の３つの軸で現場を改善する⼿法を習得します。

コース番号 C48 ⽣産現場改善⼿法（現場⼒改善）

1/29(⽉)･30(⽕) 9:00〜16:00

ね ら い

実 施 ⽇

定 員 受 講 料 9,000円(税込）20名

⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、付箋紙使⽤機器等

⼯場管理、⽣産管理の業務に従事する技能・技術者等であって、指導
的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者対 象 者

管理系

１．⽣産現場の課題
(1)能率･材料･作り直しのムダ
(2)動きにくい･⾒にくい･判りにくい
(3)問題意識を持って作業現場を⾒ていない

２．⽣産現場の分析
(1)問題の定量化
(2)レイアウト分析･導線分析
(3)作業要員分析

３．現場カイゼン
(1)改善ルールと使い⽅
(2)段取りカイゼン･作業カイゼン
(3)作業要員カイゼン(リーダーシップとコーチング)

４．現場の付加価値
(1)現場の付加価値を⾼めるメリット
(2)作業の付加価値･⼈の付加価値

５．総合演習

ヒューマンエラー発⽣のメカニズムを理解し、エラーを発⽣させない仕
組み作りと、エラー発⽣防⽌策の実践⼒を習得します。また、職場に展
開し定着させる有効な⼿法を習得します。

１．ヒューマンエラーとは
(1)ヒューマンエラー発⽣のメカニズム
(2)⾏動科学と⼼理的要因

２．ヒューマンエラー防⽌策
(1)予防安全と発⽣時対処
(2)設備や作業要素からﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰの要因を排除する
(3)担当者の⾏動からﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ発⽣の要因を排除する
(4)視覚効果を使う

３．現場での定着
(1)定着とは(わかる･動ける･守れる)
(2)間違った３⼤対策
(3)職場で事例を共有、全員で対策を検討
(4)現場パトロールと無事故シール

５．総合演習
(1)職場のﾋｭｰﾏﾝｴﾗｰ対策と定着策の⽴案と実効策の策定

コース番号 ヒューマンエラー対策実践（ポカミスのない職場作り）

2/5(⽉)･6(⽕) 9:00〜16:00

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者

定 員 受 講 料 9,000円(税込）20名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

ホワイトボード、模造紙、マーカー、付箋紙使⽤機器等

⽣産管理部・製造現場部に従事する技能・技術者等であって、指導的・
中核的な役割を担う者⼜はその候補者

⼯程管理／技術管理の⽣産性の向上をめざして、効率化、適正化、最適
化（改善）に向けた標準時間の理論、標準時間の構築⼿順、標準時間設
定⽅法を習得します。

コース番号 C37-2 標準時間の設定と活⽤（効果的な原価低減活動につなげる）

2/26(⽉)･27(⽕) 9:30〜16:20

ね ら い

実 施 ⽇

対 象 者

定 員 受 講 料 9,500円(税込）10名
⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間

プロジェクター、パソコン使⽤機器等

⼯場管理、⽣産管理、物流管理に従事する技能・技術者等であって、指
導的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者

管理系

管理系

１．標準時間の概要
２．標準時間の設定⼿法と知識
３．標準時間資料の作成

・統計時間資料の考え⽅、余裕率の設定
４．標準時間設定演習

・作業分解、時間測定、ビデオ分析
５．業務レベルに合せた管理⼿法

・⼯数・原価管理での活⽤
６．まとめ（講評・総括）

C51

6軸多関節タイプの産業⽤ロボットのシステムについて操作⽅法、プロ
グラミング、PLC連携、安全について実習を通じて習得します。

コース番号 C15 産業⽤ロボット活⽤技術

1/25(⽊)･26(⾦) 9:30〜16:20

ね ら い

実 施 ⽇

定 員 受 講 料 12,500円(税込）6名

⽇数 / 時間 場 所 千葉キャンパス2⽇間 / 延12時間
三菱電機産業⽤ロボット（RV-2F-Dシリーズ）、
PLC（三菱電機Qシリーズ）、タッチパネル等使⽤機器等

産業⽤多関節ロボットを利⽤する業務に従事する技能・技術者等であっ
て、指導的・中核的な役割を担う者⼜はその候補者対 象 者

電気･電⼦系

１．産業⽤ロボットシステムの概要
２．産業⽤ロボットシステムの操作⽅法

(1)ティーチング実習
(2)プログラミング実習

３．CC-Linkによる産業⽤ロボットとPLCの連携
４．総合実習

※労働安全衛⽣法に
基づく特別教育では
ありません。
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